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「
学
び
の
一
歩
、
還
元
の
二
歩
」 

 

異
動
初
日
、
セ
ン
タ
ー
の
中
庭
に
あ
る
自
販
機
に
ふ
と
目
が
留
ま
っ
た
。

四
月
と
い
う
の
に
、
目
の
前
に
は
ま
だ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
印
の
付
い
た
「
お
し
る
こ
」

が
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
横
に
は
夏
み
か
ん
や
桃
、
梅
と
、
季
節
の

果
物
の
名
が
付
い
た
冷
た
い
ジ
ュ
ー
ス
類
が
並
ぶ
。
な
る
ほ
ど
、
セ
ン
タ
ー

に
は
一
日
の
中
に
も
四
季
が
混
在
し
て
い
る
の
だ
。
暑
さ
と
寒
さ
を
同
時
に

感
じ
る
こ
こ
で
の
研
修
に
、
南
北
六
百
キ
ロ
の
県
内
各
地
か
ら
ど
ん
な
熱
意

を
も
っ
た
先
生
方
が
、
ど
ん
な
目
的
を
も
っ
て
訪
れ
、
何
を
感
じ
取
っ
て
帰
っ

て
行
く
の
だ
ろ
う
か
。 

 

そ
こ
で
ふ
と
考
え
た
。
所
員
か
ら
宿
題
を
も
ら
っ
て
い
た
今
年
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
学
校
で
は
よ
く
「
喜
ん
で
登
校
、
満
足
し
て
下
校
」

を
使
う
が
、
研
修
意
欲
を
も
っ
て
来
所
し
た
先
生
方
が
、
単
に
学
べ
た
満
足

感
だ
け
で
帰
っ
て
も
ら
う
の
で
は
何
か
が
足
り
な
い
。
あ
れ
こ
れ
考
え
を
巡

ら
せ
一
晩
、
二
晩
。
候
補
を
絞
り
込
む
中
で
、
い
つ
の
間
に
か
自
ら
つ
ぶ
や

い
て
い
る
言
葉
が
「
還
元
」
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。 

 

私
た
ち
は
、
セ
ン
タ
ー
で
共
に
学
ん
だ
こ
と
が
、
学
校
に
帰
っ
た
先
生
方

に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け
実
践
と
し
て
還
元
さ
れ
て
い
る
か
、
こ
れ
ま
で
ど
れ
ぐ

ら
い
意
識
し
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
彩
り
豊
か
な
自
販
機
の
ジ
ュ
ー
ス
の
よ
う

に
、
こ
こ
に
来
る
先
生
は
、
経
験
も
専
門
分
野
も
、
さ
ら
に
学
び
の
温
度
も

そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
て
い
る
。
一
律
に
「
い
い
研
修
が
で
き
ま
し
た
」
と
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
、
帰
っ
て
行
く
姿
を
見
送
る
だ
け
で
な
く
、
翌
日
の
授
業
で
、

ま
た
そ
の
後
の
実
践
で
何
が
変
わ
っ
た
の
か
、
実
践
方
法
が
ど
の
よ
う
に
見

直
さ
れ
た
の
か
見
届
け
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
。 

 

結
局
、
次
の
言
葉
に
す
べ
て
思
い
を
託
し
、
今
年
の
教
育
セ
ン
タ
ー
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。 

「
新
し
い
自
分
発
見
！
教
育
セ
ン
タ
ー
で
・
・
・
」
。
こ
れ
ま
で
受
け
た
研

修
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
新
た
な
方
向
性
を
見
出
す
た
め
、
自
分
自
身
に
そ
の
ま

ま
課
し
た
い
言
葉
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て
～
学
び
の
一

歩
、
還
元
の
二
歩
～
と
加
え
た
。
あ
く
ま
で
研
修
の
先
に
あ
る
子
供
た
ち
へ

の
還
元
を
セ
ッ
ト
に
、
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
所
員
と
、
そ
こ
に
学

ぶ
先
生
方
の
ベ
ク
ト
ル
を
同
じ
く
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
で
、
本
人
は
す
っ

か
り
気
に
入
っ
て
い
る
。 

 

何
も
、
十
歩
や
百
歩
と
欲
張
る
必
要
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
初
夏
を
迎
え
、

自
販
機
の
絵
柄
が
ま
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
に
変
わ
っ
て
い
く
頃
に
は
、
き
っ

と
学
ん
だ
一
歩
を
確
実
な
実
践
へ
の
二
歩
に
つ
な
げ
て
く
れ
る
多
く
の
頼
も

し
い
先
生
方
に
出
会
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
新
し
い
自
分
発
見
の
た
め
に
、
こ

の
テ
ー
マ
を
ま
ず
は
所
員
の
合
い
言
葉
と
し
て
、
一
年
間
繰
り
返
し
繰
り
返

し
唱
え
続
け
て
み
る
こ
と
に
す
る
。 

学んだことを広く還元 多くの学びが待っている教育センター 

教學一如の碑 



○教育相談 
 ◇子供に関する教育相談 
※ 主な相談内容 
  いじめ，不登校，交友関係 など 
※ 来所相談 （年末年始・祝日を除く。要予約。） 
  月曜日～金曜日  8:30～17:00 
※ 電話相談 「かごしま教育ホットライン24」 

TEL：099-294-2200 

○研修会等への所員派遣 
 ◇校内研修会や授業研究会での指導助言 
 （ワークショップ型の授業検討会等への支援も含む。） 
 ◇各種研修会，研究公開等での指導助言 
 ◇その他（各種委員会，発表会，実技講習会等での指導助言） 

○来所研究への支援 
 ◇来所者への研究・研修に関する指導助言 

○文書・電話等による支援 
 ◇文書や電話による質問や問合せ等に対する支援 

○授業研究サポート事業Ⅱ 
 ◇授業研究の活性化を目指す授業研究実践校への支援 

 
TEL：099-294-2312 (企画課直通） 

○教育相談 
 ◇障害のある子供に関する教育相談 
 ◇就学相談等に関する支援 
※ 主な相談内容 
  自閉症，知的障害，発達障害 など 
※ 来所相談 （年末年始・祝日を除く。要予約。） 
  月曜日～金曜日 8:30～17:00   
※  電話相談 （年末年始・祝日を除く。） 
  月曜日～金曜日 8:30～17:00 

TEL：099-294-2820 (特別支援教育研修課直通） 

○情報教育研修システムの管理運用及び活用促進 
 ◇総合教育センターＷebサイトを含む「教育ネット 

 かごしま」の管理運用 

 ◇Ｗebサイトの活用促進 

 ◇テレビ会議システムを含むＩＣＴの活用促進 

○カリキュラムセンター機能の拡充 
 ◇閲覧室，閲覧室分室等の活用促進 
 ◇各種教育資料の収集及び提供 

○広報・広聴    
 ◇広報         
   ・所報「大原台」 
  ・センターだより 
   「教學一如」 
  ・センターインフォメーション 
  ・Ｗebサイトによる広報 など 

○研究提携校との共同研究 

○研究協力員との協力 

○大学との連携 

○指導資料の発行 
〈37本〉(４月，10月) 

○研究紀要の発行(３月)  

○調査研究発表会 
平成28年１月29日(金) 

 ◇広聴 
  ・教育事務所等から 
   の意見聴取 
  ・研修講座に関する 
   アンケート など 

詳細は右ページを御覧ください Webページにも掲載しています 

TEL：0120-783-574（フリーダイヤル） 
   099-294-2200 (携帯電話接続可） 
   0570-0-78310（全国統一ダイヤル） 

学　校　名 公開研究会期日

鹿児島市立山下小学校 平成27年11月13日(金)

奄美市立宇宿小学校
平成27年10月23日(金)

（中間発表会）

鹿児島市立吉田南中学校 平成27年10月28日(水)

鹿児島県立松陽高等学校 平成27年11月４日(水)

鹿児島県立出水養護学校 平成28年２月10日(水)

教育相談事業関連 

研究支援事業関連 

特別支援教育事業関連 

調査研究事業関連 

情報教育事業関連 

教育情報提供事業関連 

当教育センターWebサイトのトップページ画面 
 桜島や錦江湾にある文字，又はロケットにカーソルを 
合わせてクリックすると，それぞれのページに進むこと 
ができます。 
 ぜひ，御覧いただき活用してください。 



○職務別研修 

○経験年次別研修 

悉皆研修 

◇フレッシュ研修 
◇ステップアップ研修 
◇パワーアップ研修 
◇人権教育教職員等研修 等 

◇新任校長研修会 
◇新任教頭研修会 
◇人権教育管理職研修会 
◇特別支援学級等新任担当教員研修会 等 

○生徒指導力向上プログラム  

○中学校免許外教科担任教員等研修会 

希望研修 

専門研修 

課題研修 

○長期研修 

○継続研修 
 

 教育実践上の課題を踏まえた研修を実施し，教員としての資
質を高め，本県教育の充実・発展に寄与する人材の育成を図り
ます。 

（高等学校情報教育継続研修） 

 情報社会に対応した情報教育を推進するために，継続的に
専門的研修を実施します。 

５月19日(火)・20日(金)：総合教育センター， 
            総合体育センター実施分 
６月３日(水)・４日(木)：大島地区（家庭） 

不 登 校 対 策 推 進 講 座 　６月16日（火）・17日（水）

いじめ問題対策セミナー 　８月20日（木）

い じ め 対 策 推 進 講 座 　10月６日（火）・７日（水）

問題行動対策推進講座 　10月22日（木）・23日（金）

生 徒 指 導 総 合 講 座 　８月26日（水）・27日（木）

生 徒 指 導 総 合 講 座
（ 大 島 会 場 ）

　８月11日（火）・12日（水）

生 徒 指 導 管 理 職 講 座 　６月23日（火）・24日（水）

生 徒 指 導 主 任 講 座 　７月７日（火）・８日（水）

課 題 別 実 践 力
向上プログラム

生徒指導実践力
向上プログラム

生 徒 指 導 体 制
充実プログラム

○短期研修講座 

○土曜講座 

◇全134講座を実施します。 
   （移動講座は65講座） 
◇前・後期に分けて募集します。 

 土曜日における研修を希望する教職員の
ニーズに応えるための希望研修講座を実施
します。 

第Ⅰ期：４月～７月 
第Ⅱ期：９月～12月 
第Ⅲ期：１月～３月 

 Webページ又はFAX，郵送で申込みが
できます。 
（講座内容はWebページに掲載） 

教職員研修事業関連 

しっかい 

 指導資料のページには
平成13年度からの資料を
掲載しています。 
 それ以前の資料を閲覧
する場合は閲覧室にお越
しいただくか，教育セン
ターへ御連絡ください。 

こちらをクリック 

教科等名　教科等番号

対象校種

国語　第132号

中・特支

国語　第133号

高・特支

社会　第126号

中・特支

地歴・公民　第13号

高・特支

数学　第140号

中・特支

数学　第141号

中・特支

理科（生物）　第300号

中・高・特支

理科（化学）　第301号

高・特支

生活　第16号

小・特支

音楽　第47号

小・中・高・特支

技術・家庭科(家庭)　第40号

小・中・高・特支

技術・家庭科(技術)　第43号

中・特支

外国語(英語)　第78号

中・特支

健康教育　第１号

小・中・高・特支

情報教育　第134号

小・中・高・特支

情報教育　第135号

小・中・高・特支

特別支援教育　第179号

幼・小・中・特支

特別支援教育　第180号

小・中・高・特支

教育相談　第134号

小・中・高・特支

健康教育の具体的な取組
－ライフスキルを育む授業実践－

校内ＬＡＮの活用
－ローカルサーバによる情報共有－

ネット依存予防のための指導について

知的障害のある幼児児童生徒の言葉や情緒を育む絵本の読み
聞かせの進め方

ユニバーサルデザインを生かした通常の学級における指導の在り方
－高等学校の実践を中心に－

動植物の生命や成長への気付きの質を高める生活科指導の工夫

楽曲の魅力を感得させ，表現に生かす指導の工夫

消費行動における意思決定とその重要性を理解させる学習指導の
工夫

技術・家庭科（技術分野）における効果的な学習指導
－年間指導計画と教材・教具等の工夫－

鹿児島学習定着度調査を生かした中学校外国語科の授業改善

標　　　　　題

「古典Ｂ」における古典（古文）を読む能力を育成する工夫
－課題の解決を図る言語活動を通して－

鹿児島県公立高等学校入学者選抜学力検査を生かした中学校
社会科の授業改善

言語活動の充実を図る学習指導の工夫
－地理Ａ「自然環境と防災」の学習を通して－

中学校数学科における関数領域の授業改善
－鹿児島学習定着度調査結果等を生かして－

問題行動（暴力行為）への指導の在り方

鹿児島学習定着度調査を生かした中学校国語科の授業改善
－思考力・判断力・表現力の育成を目指して－

「数学的な見方や考え方」の育成を目指して

アブラナ科植物の形態観察と交配実験に取り組ませるための
指導のポイント

小・中学校との系統性を踏まえた高等学校化学の指導の工夫



閲覧室分室（情報教育） 
情報教育研修棟２階 

閲覧室分室（特別支援教育） 
特別支援教育研修棟１階 

所　　属 教科等 氏　名

鹿 児 島 市 立 本 名 小 学 校 情報教育 白 尾 麻 衣

日 置 市 立 伊 集 院 小 学 校 理 科 井 上 博 和

長 島 町 立 鷹 巣 小 学 校
キャ リア
教 育

永 田 大 輔

伊 佐 市 立 大 口 東 小 学 校
外 国 語
活 動

香 川 由 美子

湧 水 町 立 吉 松 小 学 校 道 徳 坂 下 泰 洋

薩摩川内市立川内北中学校 国 語 池 田 貴 裕

志 布 志 市 立 松 山 中 学 校 国 語 日 髙 佳 子

瀬戸内町立古仁 屋中 学校 数 学 前 平 勝

鹿児島県立開陽 高等 学校 国 語 上 田 美 和

鹿 児 島 県 立 鹿 児 島 高 等
特 別 支 援 学 校

特別支援
教 育

染 川 加 奈子

 
＜短期研修講座（後期）の案内＞ 

○ 募集期間 平成27年５月29日(金)～６月22日(月) 
       （県・私立学校(園)は６月29日(月)まで） 
  詳細は，「短期研修講座」案内のポスターを御覧ください。 

 
＜各研修会等への所員派遣の流れについて＞ 

○ 公立小・中学校からは，市町村教育委員会→各教育事務所 
 →総合教育センター企画課(099-294-2312)へ 
○ 県立学校，市町村教委，教育事務所主催の研修会は直接， 
 総合教育センター企画課へ 

平成27年度における 
教科書展示会のお知らせ  

◇ 期間：平成27年６月19日（金）から14日間 
◇ 時間：午前８時30分から午後５時まで 
◇ 場所：鹿児島県総合教育センター閲覧室 
     （県中央教科書センター） 

コース名 所　　属 氏　名

鹿 児 島 工 業 高 等 学 校 菊 浦 雅 明

鹿 児 島 水 産 高 等 学 校 福 留 真 吾

川 内 商 工 高 等 学 校 古 賀 泰 治

加 治 木 工 業 高 等 学 校 堂 後 浩 貴

隼 人 工 業 高 等 学 校 堀 之 内 修

鹿 屋 工 業 高 等 学 校 末 永 篤 史

明 桜 館 高 等 学 校 大 漉 成 知

串 良 商 業 高 等 学 校 石 谷 美 咲

鹿 児 島 商 業 高 等 学 校 冨 田 潤

出 水 商 業 高 等 学 校 米 倉 盛 貴

国 分 中 央 高 等 学 校 大 城 知 彦

情
報
シ
ス
テ
ム

情
報
コ
ン
テ
ン
ツ

長期研修開始式(平成27年４月２日) 

研究計画発表会(平成27年４月24日) 

 これまでの教育活動を見つめ直すよい機
会をいただきました。送り出してくれた子
供たちや地域の皆様，校長をはじめとする
職員に感謝し，10人の長期研修の仲間たち
と，これからの一年間を充実した日々にし
ていきたいと思います。 
（研修者代表挨拶から抜粋） 

 研究計画の作成は大変でしたが何とか発
表を終えることができました。様々な角度
から物事を見て考えることの大切さを胸に
刻み，学校で待つ子供たちのため，学校や
地域，そして鹿児島県の教育の更なる発展
のために頑張ります。 
（発表会を終えた研修者の感想から抜粋） 

 各教科等について，教育実践上の課題を踏まえ自分で研究主題を設定し， 
所員の指導助言を受けながら一年間の研究を進めます。 

 県内の高等学校において情報技術・情報処理に関する科目や共通教科情報科を担当する教員及び 
情報教育の推進を担当する教員を対象に，通年により継続的に専門的研修を行います。 

 昨今の高度情報通信社会の進展はめまぐるしいものがあり，生活が便利で
豊かになった反面，様々な社会問題も起きています。私たちには，日々進化
する情報化社会を認識し，日々の授業で生徒に的確に指導する力が求められ
ています。これからの研修でしっかりと学び，生徒，学校に還元したいです。 

（研修者代表挨拶から抜粋） 

約５万冊の書籍・資料を所蔵して 
いる閲覧室 
管理棟２階 

くつろぎながら指導資料等を 
閲覧できる閲覧コーナー 
管理棟１階 

利用時間等 
◇ 月曜日から金曜日 午前８時30分から午後５時まで 
  （土曜講座開講日は開館しています。） 

◇ お一人３冊まで借りることができます。 
（一部貸し出しできない資料もありますので御了承ください。） 

  貸出期間は原則として14日以内です。 
◇ 使送，郵送，宅配便でも返却できます。 


